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阿
波
藩
に
お
り
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

l
l阿
波
港
経
済
史
研
究
(
一

)
1
1

大

槻
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l土

L 
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き

こ
の
小
論
は
阿
波
藩
の
う
ち
、
と
く
に
北
方
の
一
昔
野
川
沿
岸
、
の
ち
に
藍
作
の
中
心
地
帯
と
在
っ
た
地
域
に
治
け
る
近
世
村
落
の
形

成

1
下
人
・
小
家
心
解
放
の
一
過
程
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
a

と
れ
ば
阿
波
蒋
に
あ
け
る
農
民
的
商
品
経
済
と
封
建
楳
力
の
封
薩
闘
係

主
明
b
か
に
し
上
う
と
す
る
こ
と
ろ
み
の
一
部
分
を
な
す
た
め
、
藍
作
地
帯
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
と
と
で
は
徳
川
初
期
以
来
の

中
世
土
豪
的
地
主
が
し
だ
い
に
崩
壊
す
る
の
に
印
臆
L
、
小
農
民
心
自
立
化
が
庚
汎
に
展
開
し
、
下
部
構
造
ル
し
し
て
の
村
落
構
造
の
竣
質

に
相
底
じ
て
封
建
櫨
力
が
商
品
経
済
に
依
存
し
仕
じ
め
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
下
人
・
小
家
の
解
放
?
推
進
し
た
基
盤
に
一
冗
蔽
期

以
降
の
農
民
的
商
品
経
済
の
登
展

l
藍
作
の
護
展
が
あ
っ
た
が
、
小
農
民
の
濁
立
を
劃
期
と
し
て
藍
作
農
業
と
藍
玉
D
加
工
生
産
は
飛

白
株
仲
間
結
成
、

享
保
一
八
年
八
一
七
三
=
一
U

に
は
葉
藍
の
専
貢
献
度
施
行
、

と
れ
に
樹
臆
し
て
封
建
構
カ
は
登
展
し
た
瑳
業
ー
の
成
果
を
吸
牧
し
、
落
財
政
白
窮
之
を
設
う
た
め
、
立
戸
藍
同
居

さ

b
k
在
株
制
度
と
し
て
宝
師
株
の
結
成
た
ど
を
b
己

際
的
比
増
大
す
る

u

阿
世
帯
忙
お
付
る
託
位
村
落
の
形
成
過
程

第
七
十
四
告

六
七

第

量言



阿
波
薄
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

第
七
十
四
巻

ノ、

/九

第

器

四

な
う
が
、
大
規
模
た
惣
百
姓
一
撲
に
よ
ワ
て
す
べ
て
の
統
制
は
水
泡
に
き

L
て
し
ま
う
@

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
ひ
き
つ
づ
聖
護
表
を

改
定
し
て
い
る
「
阿
波
落
に
沿
け
る
葉
藍
専
責
制
度
の
成
主
過
程
」
て
分
析
し
、
さ
ら
に
「
阿
波
落
明
和
の
改
革
と
産
商
の
確
立
」
て

は
惣
百
姓
一
挟
ハ
事
貰
瓦
封
二
世
)
後
の
封
建
権
力
に
よ
る
村
内
分
裂
策
と
し
て
、
藩
棲
力
と
特
権
的
た
藍
商
の
妥
協
の
ょ
に
た
る
明
和

一
二
年
白
雄
政
改
革
治
よ
び
奮
専
責
組
織
の
復
活
を
と
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
安
水
|
寛
政
以
降
し
だ
い
に
寄
生
地
主
的
性
格
を
お
び
て

〈
る
躍
商
を
検
討
し
て
み
た
く
考
え
て
い
る

u

以
上
の
よ
う
左
経
緯
か
ら
「
阿
波
藩
K
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程
」
を
と
り
あ
げ

た
白
で
あ
る
か

b
、
こ
れ
は
三
部
作
の
付
忙
な
る
も
の
で
あ
る
。

封
建
様
カ
の
構
造

尾
張
・
美
浪
地
芳
が
織
型
政
権
の
後
生
地
盤
で
あ
っ
た
白
に
封
し
、
阿
波
は
細
川
、
三
好
、
桧
訳
、
長
官
我
部
と
い
う
敢
闘
大
名
の

強
固
な
最
後
の
箆
盈
で
あ
っ
た
叫
こ
と
に
細
川
の
乍
崖
形
が
阿
波
に
あ
り
、
京
屋
形
と
た
え
ず
交
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
底
仁
の
飢

以
降
は
京
国
由
形
を
し
の
ぐ
勢
力
ぞ
あ
り
、
ま
た
下
屋
形
の
執
事
を
つ
一
と
め
た
一
-
一
好
氏
は
女
第
に
力
を
え
て
、
永
球
三
年
ハ
一
五
六
O
)

に
は
短
期
間
な
が
ら
山
城
、
揮
溝
、
河
内
、
大
和
、
和
泉
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
路
贈
を
所
領
と
す
る
な
ど
、
京
都
を
中
心
と
す
る

政
繁
と
白
接
燭
は
き
わ
め
て
深
か
っ
た
。
天
王
一

O
記
ハ
一
五
八
二
)
土
佐
の
長
官
我
部
元
親
の
侵
攻
を
う
け
、
一
二
好
黛
た

b
び
に
下

屋
形
は
浪
落
し
苦
る
が
、
会
図
的
動
観
の
崩
型
化
に
そ
く
し
た
興
亡
を
約
一
也
紀
に
わ
た
り
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

阿
波
に
入
園
し
た
の
は
天
正
一
一
一
一
年
二
五
入
玉
U

六
月
て
あ
る
。

月
秀
吉
と
と
も
に
長
品
目
我
郁
主
政
略

L
た
持
の
軍
功
に
よ
り
、
訴
州
荒
野
か
ら
璃
封
宵
れ
子
一
も
の
で
あ
る
が
、
そ
白
後
徳
川
氏
と
の
繰

ル
協
M
V

蜂
須
賀
家
政
が
秀
吉
か
ら
一
八
高
清
を
あ
た
え

b
れ、

生也

度

給

同
年
四



組
や
大
阪
の
障
に
お
け
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

徳
川
封
建
開
制
心
一
環
と
し
て
幕
末
に
い
た
る
礎
地
は
整
備
さ
れ
た

ω

あ
ら
た
め
て
一
冗
和
三
年
円
一
六
一
七
U

淡
路
七
高
石
飴
が
加
増
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

阿
波
藩
て
は
徳
島
に
城
下
町
を
つ
く
り
家
臣
圏
を
集
位
さ
せ
る
一
方
、
中
性
的
な
選
制
と
考
え

b
れ
る
給
地
制
度
を
明
治
の
慶
薄
ま

J

し
-
賞
し
て
施
行
し
た
の
で
あ
る
ω

(
2
)
 

だ
を
し
め
る
が
、
隷
属
農
民
心
濁
立
化
が
す
す
み
、
純
粋
封
建
開
制
が
確
立
す
る
に
し
た
が
い
、
給
人
支
配
と
い
う
中
間
的
支
配
形
態

(
3
)
 

は
念
速
に
消
滅
ま
た
は
同
盟
質
白
過
程
を
た
ど
り
は
じ
め
る
。
舎
津
、
上
問
、
松
本
、
諏
訪
の
諸
藩
は
消
滅
し
た
例
て
あ
り
、
加
賀
落
、

目

4
v

松
代
藩
は
潔
質
し
た
例
て
あ
る
。
阿
波
落
の
場
合
は
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
落
財
政
の
窮
之
を
打
開
す
る
一
策
と

て
、
明
和
七
年
三
七
七
O
U
に
は
一
二
年
を
か
ぎ
つ

τ家
臣
の
肢
の
五
割
、
安

神薄地のみのホナ

拝領地のみの村

雨者併存の村

給
地
制
度
を
買
施
し
た
落
は
慶
安
|
元
誠
二
六
回
八
一
七
O
一
己
て
は
金
圏
諸
藩
の
う
ち
一
五

54 
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阿
世
藩
に
お
け
る
近
世
村
市
昨
日
形
匝
温
程

永
四
年
(
一
七
七
五
)
に
は
四
年
を
か
ぎ
っ
て
棋
の
六
割
を
藩
庫
に
供
出
さ
せ

た
こ
と
か
ら
明
b
か
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
駿
藩
ま
で
給
地
制
度
を
存
続
し

た
阿
波
藩
は
入
封
の
営
一
初
か
ら
大
き
い
特
質
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

安
政
五
年
三
入
五
入
U

阿
波
藩
二
八

O
、
一
二
八
九
石
は
御
競
地

四
八

O
石
〔
六
O
%
U
と
拝
領
地
円
給
地
)
一
一

O
、

で
き
る
υ

ハ
直
轄
領
)

一
六
九
、

九
O
九
右
(
四
O
山
知
)

と
に
配
分
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
b
に
一
村
内
に
御
蔵

地
と
拝
領
地
と
が
併
存
し
、
と
れ
を
名
東
郡
の
金
村
に
つ
い
て
み
れ
ば
表
1

の
よ
う
て
あ
る
。

(
6
)
 

つ
ぎ
に
一
村
は
幾
人
か
の
給
人
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
、

一
給
人
は
い
く
つ

第
七
十
十
四
巻

事

援

五

ハ九



阿
世
帯
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
桂

第
七
+
四
巻

ヒ
O 

事

f虎

考
え
る

u

か
り
村
に
散
在
す
る
拝
領
地
を
支
配
し
た
の
で
あ
り
、
一
村
を
一
給
人
が
集
中
的
に
支
配
す
る
の
は
極
く
稀
な
場
合
て
な
か
っ
た
か
と

こ
う
し
た
土
地
の
領
有
形
態
に
も
と
ず
さ
村
落
支
配
白
開
制
を
か
た
ち
ず
く
る
が
、
農
民
は
表
2
名
束
郡
府
中
村
の
例
の
よ

う
に
分
割
さ
れ
、
い
ず
れ
か
の
給
人
に
隷
属
し
て
い
た
の
で
あ
る

u

宮
に
反
援
す
る
も
白

てf
あ
り

徳
島
城

下
の

給備考 ' 

怠 「闘府町史資事U82頁、弘イ103年村高調による

敷
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貢
組
関
係
。
よ
か

b
御
裁
地
と
拝
領
地
を
比
較
す
る
と
き
、
後
者
の
搾
取
率

白
方
が
よ
り
高
率
で
あ
る
と
一
民
わ
れ
て
い
る
祈
「
阿
波
落
の
ぼ
る
い
も
決
し
て

モ
の
例
外
て
な
い
。
拝
領
地
の
貢
租
は
御
職
地
に
ほ
ぼ
準
憶
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
負
婚
は
高
率
で
あ
り
、
農
民
の
離
村
は
高
采
地
率
地
域
門
紙
右
高
の
え

J

ち
給

地
が
占
め
る
割
A
ロ
自
大
き
い
地
域
〉
に
多
〈
、
「
蔵
入
地
と
知
行
地
て
営
反
計
算
で
、

一
毛
田
て
は
米
て
約
一
斗
五
升
、
二
毛
田
で
は
米
J
L

約
一
斗
五
到
、
要
約
七
斗

(
9
)
 

八
升
の
差
が
あ
っ
て
、
歳
入
地
に
比
べ
て
知
行
地
は
遁
に
牧
盆
は
少
い
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る

u

貿
暦
六
年
三
七
主
六
U

の
那
賀
郡
仁
字
谷
の
織
都
騒
動
、
天

明
日
年
三
七
八
四
〉
の
那
賀
郡
椿
村
の
椿
騎
動
、

平
八
明
五
年
八
一
七
八
五
U

の

給人

腕
植
郡
飯
尾
村
の
飯
尾
騒
動
、

げ
に
が
あ
っ
た
が
、
織
部
騒
動
は
奔
地
百
姓
数
百
人
が
給
人
に
あ
た
る
家
老
の
屋
敷
へ
前
後
二
回
に
わ
た
っ

τ押
し
か
け
、
つ
い
に
諸
掛

物
の
費
除
を
獲
得
し
た
典
型
的
在
例
J

し
あ
り
、
農
民
の
抵
杭
が
激
し
か
っ
た
こ
と
を
閉

b
か
に
し
て
い
る
。



郷
士
・
原
士
層
の
形
成

天
正
二
三
年
の
入
封
後
慶
長
に
わ
た
り
、
阿
波
全
土
は
検
地
の
封
象
と
な
り
、
検
地
は
巌
行
さ
れ
た
が
、
中
世
土
豪
的
地
主
と
考
え

ら
れ
る
奮
名
主

l
地
侍
唐
は
植
田
甘
味
の
特
権
を
維
持
し
よ
う
と
執
劫
た
反
抗
士
〈
わ
だ
て
、

七
四
四
〉

の
釣
井
騒
動
ま
で
検
地
民
針
の
運
動
を
断
綾
的
に
展
開
す
る
。

(
辺
)

こ
れ
ら
の
闘
争
形
態
は
ひ
と
し
〈
初
期
一
撲
の
例
に
た
ら
い
、
隷
岡
崎
農
民
を
多
数
所
有
す
る
醤
名
主
暦
の
指
導
に
よ
っ
て
い
た

v

こ
と

に
度
安
年
間
三
六
四
八
1
五一
U

板
野
郡
中
喜
来
村
の
庄
屋
一
一
一
木
宗
桂
は
検
地
を
在
否
し
、
最
後
ま
で
藩
命
に
し
た
が
わ
な
か
っ
た
た

(

日

)

め
、
慶
安
ご
一
年
に
斬
首
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
と
の
村
は
給
地
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
い
う
稀
有
の
成
果
を
え
て
い
る
。
し
か
し
全
然
検
地

を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
と
み
る
の
は
、
最
も
頑
強
に
検
地
を
己
ば
ん
が
祖
谷
の
場
合
を
考
え
て
、
早
計
の
工
う
に
も
瓜
う
。
祖
谷
の
検

地
は
少
た
〈
と
も
慶
長
一
七
年
以
前
K
安
了
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
つ
ぎ
に
一
万
ナ
費
量
同
は
会
耕
地
に
劃
し
て
検
地
が
行
わ
れ
た

か
っ
た
か
、
も
し
く
は
扶
持
と
し
て
奥
え
ら
れ
川
務
権
力
と
奮
名
主
暦
と
が
委
協
し
た
こ
と
を
立
詮
し
て
い
る

q

の

官

同

黒
E 
氏
白

百
姓
- ，o;ふ

撲ミ
年山
表間
十三 赴包
よ ドこ、

オ': ~'lil' 
ば}昔
写 L
1T て
昔 、

な延
宇亨
同一

交車
内百円

畳

書

念
度
準
箪
侠
乃
市
其
谷
名
主
共
持
来
之
名
曲
側
首
検
地
之
吐
竿
無
-r}
分
矯
扶
特
指
遺
者
也

直
長
拾
七
子
七
月
入
日

茎

庵

書
印

祖
谷
山
中
名
主
共

右
白
魔
書
か

b
う
か
が
え
る
上
う

r、
祖
谷
山
を
中
心
と
す
る
山
間
地
帯
に
お
い
て
は
蜂
須
賀
入
園
以
前
に
撒
村
を
支
配
し
て
い
た

土
豪
平
有
力
在
名
主
暦
は
郷
土
空
た
郷
高
取
と
し
て
=
一

O
石
か
ら
百
石
ま
で
の
礁
を
給
古
れ
、
経
来
の
特
権
白
部
分
的
な
存
績
が
は
か

こ
の
山
間
郁
に
謝
し
平
坦
地
帯
て
は
原
士
暦
が
形
成
さ
れ
た

a

原
士
と
は
開
墾
に
よ
b
郷
高
取
白
女
x

庄
屋
の
土

ら
れ
た
の
て
あ
る
。

同
出
務
に
h
o
け
る
近
世
村
帯
の
蕗
成
過
韓

第
七
十
四
谷

七

第

鵠

七



に
荒
蕪
地
の
問
裂
が

焚
働
さ
れ
、
笹
山
繭
五
右
衛
門
、
井
上
理
=
一
兵
衛
、
h

也
捕
次
郎
、
佐
藤
五
郎
兵
衛
の
四
人
に
お
の
お
の
切
り
ひ
ら
き
蔽
と
す
る
よ
う
給

(
百
)

奥
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
モ
白
後
原
士
は
増
加
し
、
光
隆
円
い
1
代
U

の
治
世
〔
明
暦
一
万
|
寛
文
Z
年
U

に
は
本
家
六

O
人
、
小
家

(
均
)

一二

O
人
程
と
H
う
か
ら
か
左
り
白
念
培
で
あ
る
a

原
士
は
奮
名
主

1
地
侍
懐
柔
策
と
し
て
、
ま
た
新
田
開
護
奨
励
策
と
し
て
つ
く
ら

(
U
V
 

れ
た
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
k
b
w
て
は
土
佑
落
白
野
中
余
山
時
代
白
郷
士
と
ま
っ
た
く
同
質
の
も
の
で
あ
る
。

• 

祖
谷
山
の
よ
う
に
検
地
が
徹
底
的
に
わ
と
な
わ
れ
ず
、
竿
の

λ
ら
な
い
部
分
を
残
し
た
と
し
て
も
、
小
農
民
自
立
政
策
が
と
も
か
く

検
地
帳
記
載
の
上
に
如
質
に
あ
ら
わ
れ
、
居
屋
敷
を
も
た
ぬ
隷
属
農
ま
で
が
登
録
さ
れ
、
す
く
怠
か
ら
ぬ
守
が
本
百
佐
と
し
て
法
政
上

白
身
分
を
定
立
し
た
ζ

と
は
、
村
落
の
下
部
に
ま
ゼ
支
配
力
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
落
の
意
因
企
端
的
に
表
明
す
る
ロ
慶
長
一
七
年

三
六
二
一
U

D

三
好
郡
祖
谷
山
内
我
橋
西
名
検
地
慣
に
よ
り
、

頁5
 

m
 

E-村山荘阻酉考備

阿
世
帯
に
和
け
る
近
世
村
落
。
形
成
温
程

と
い
う
士
格
を
え
た
有
力
な
奮
名
主
で
あ
り
、

本守

構

撞

落

慶長17年祖谷山我橋西

名土地yf有階層別構成

|戸数!土地所有

lX 
5町以上 54心19

2← 5 

1~2 

つ15反 1
6.412 

3-51)[ 

1-3 17.311 

1反以下

12戸 |177反812 

表 3

第
七
十
四
年
]

第

韓

ρ、

七

そ
の
起
源
は
藩
主
忠
英
円
四
代
)
の
治
世
ハ
元
和
六
1

承
醸
三
年
U

西
名
の
土
地
所
有
に
よ
る
階
層
別
構
成
を
み
る
と
表
3
の
よ
う
て
あ

る
記
載
人
数
一
二
人
の
う
ち
一
人
は
名
木
ハ
名
主
可
五
人
は
木
百
姓
、
四
人
は

「
年
寄
h
T

〈
に
不
立
下
人
」
で
以
上
一

O
人
は
や
し
さ
を
も
っ
て
い
る
白
に
封

し
、
身
分
規
定
を
別
記
さ
れ
ず
、
中
し
さ
を
も
た
ぬ
太
郎
左
衛
門
は
九
畝
、
太

郎
一
二
郎
大
夫
は
三
畝
一

O
歩
心
耕
作
濯
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
土
地
所

有
に
よ
る
階
層
別
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
本
百
姓
の
平
均
反
畝
が
=
一
反
四
畝
て
あ

る
D

K
封
し
、
彦
太
郎
と
呼
ば
れ
る
名
本
は
五
町
四
反
徐
て
、
そ
の
支
風
力
D



隔
絶
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
上
記
の
や
し
さ
を
も
た
ぬ
雨
人
は
名
本
の
家
内
奴
隷
に
近
い
存
在
て
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
す
社
わ
ち

元
和
六
年
三
六
二
O
U
の
刀
狩
反
射
一
撲
に
や
ぶ
れ
た
結
果
、
己
の
強
訴
に
参
加
す
る
と
せ
ざ
る
と
に
か
か
わ
b
ず
阻
谷
の
農
民
は

• 

ナ
ベ
て
名
子
下
人
に
お
と
さ
れ
、
「
名
子
は
政
所
に
劃
し
て
年
=
一
人
役
、
名
主
に
謝
し
て
は
園
境
警
備
の
名
目
の
下

r月
五
人
役
、

E

つ
下
人
は
無
制
限
白
夫
役
を
負
婚
し
〕
し
た
の
で
あ
る
a

つ
ぎ
に
吉
野
川
沿
岸
の
、
の
ち
に
章
作
中
心
地
帯
と
な
っ
た
地
域
白
土
地
所
有
に
よ
る
階
層
別
構
成
色
天
主
一
七
年
の
麻
植
郡
之
内

喜
来
村
検
地
肢
と
慶
長
九
年
の
名
東
郡
東
黒
岡
村
検
地
懐
か

b
み
れ
ば
、
表
4

・5
の
よ
う
て
あ
る
@

「 丁戸副長吾璽

γ;:山;τ63% 

29 

8 

表 4

慶長9年東黒田村土地所

有階層月lj構成

|戸 数|同比寧i
8町工Y上

。M3411 1 f23戸5-8 

3-5 20% 

2-3 14 

1.5-2 

1-1.5 34.8 

5反←l

1-5反

1352 45.2 
1日以下

出戸 I 1口0昔十

輔島牒名東郡北井上村投場所

旗文書よれ

備考

雨
村
と
も
田
D
記
載
は
一
筆
も
た
い
と
い
う
完
全
な
畠
作
地
帯
て
あ
り
、
わ
け
て
も
苓
来
村
は
元
和
の
初
頭
播
州
か
ら
一
初
め
て
藍
草

量 5

を
移
植
し
た
臭
島
に
ご
く
近
接
し
た
村
落
と
い
う
阿
波
全
土
の
な
か
ぜ
も
す
ぐ
れ
て
肥
沃
な
地
帯
の
村
落
て
あ
る
。
戸
数
か
ら
み
れ
ば

阿
誼
落
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

東
黒
田
村
は
害
来
村
に
倍
す
る
大
い
さ
を
も
つ
が
、
階
居
心
構
成
に
b
い
て
相
似
た
様
相
を
し
め
し
、
記
載
戸
数
の
約
半
数
を
し
め
る

第
七
十
四
者

事

由

九

七



阿
波
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

事
セ
十
回
春

事

鵠

富

O 

「
一
一
一
反
以
下
の
登
録
人
が
一
般
に
記
畿
に
多
〈
て
漫
境
に
少
な
く
:
:
よ
り
先
進
地

と
忠
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
特
に
多
く
て
全
障
の
八
割
以
上
を
占
め
〕
る
と
い
う
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る
「
一
初
期
本
百
姓
」
の
み
を
検
地
隈

(
却
)

に
記
載
し
、
か
れ
ら
の
隷
属
農
民
を
の
せ
な
か
っ
た
舎
控
幕
内
村
の
例
を
考
え
る
時
、
地
域
類
型
を
設
定
す
る
上
に
、
ま
た
一
初
期
本
百

小
農
民
が
検
地
幌
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

姓
白
賓
容
を
検
討
す
る
上
に
一
つ
の
素
材
を
提
供
す
る
。
な
お
害
耳
町
村
の
場
合
、
下
人
と
し
て
記
載
さ
れ
た
者
は
三
名
て
、
そ
の
反
畝

は
源
五
郎
下
人
一
反
四
畝
一
一
歩
、
大
夫
右
衛
門
下
人
ご
畝
二
七
歩
、
了
本
下
人
一
畝
一
五
歩
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
ゃ
し
さ
地
を
も
た

ぬ
者
は
了
木
下
人
だ
け
で
あ
る
。
己
れ
に
封
L
下
人
を
も
っ
隷
農
主
は
源
豆
郎
五
町
四
畝
一
六
歩
、
大
夫
右
衛
門
六
町
八
反
四
畝
三
八

歩
一
て
村
内
最
高
、
了
本
一
町
五
畝
一
一
六
歩
な
ど
て
あ
る
。
村
の
全
戸
数
お
よ
び
人
数
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
事
官
叩
村
四
五
戸
が
果
し
て

全
戸
数
て
る
っ
た
の
か
、
作
職
の
所
有
者
は
も
れ
左
〈
記
載
さ
れ
た
の
か
、

己
の
黙
は
断
定
を
ゆ
る
さ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
那
賀
郡
・
肺
植
郡
の
各

一F肌一一

:~4I1M一r

構
一
一
口
一
一
一
日
口
止
一
号

表 6

備考

村
々
へ
下
さ
札
た
蜂
須
賀
氏
の
知
行
給
奥
般
の
例
に
よ
り
、
帳
は
ず
れ
が

多
か
っ
一
回
一
と
い
う
の
は
危
険
を
お
か
す
も
の
て
あ
る
と
云
い
れ
る
@

延
費
三
年
内
一
六
七
四
〉

の
名
東
郡
井
戸
村
棟
附
人
改
御
慌
に
よ
り
、

つ
ぎ
に
延
賓
期
の
村
落
構
成
を
み
る
と
表
6
の
よ
う
て
あ
る

G

井
戸
村
は
吉
野
川
か

b
約
三
粁
南
の
地
黙
に
位
し
、
藍
作
地
帯
の
一
部

に
麗
す
る
村
落
て
、
す
で
に
の
ベ
た
再
来
村
や
東
黒
岡
村
と
同
じ
僚
件
を

そ
な
え
る
が
、
表
6
の
階
暦
構
成
と
表
4
・
5
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
き
、

こ
こ
に
大
き
た
相
違
が
あ
る
己
と
を
み
い
だ
す
。
そ
れ
は
戸
数
に
お
い
て



下
崎
農
民
の
し
め
る
比
率
が
異
常
に
低
い
の
に
反
し
、
上
・
中
屠
農
民
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
a

巴
の
現
象
は
慶
長
か

b
延
賓
期

に
か
け
て
農
民
階
居
に
礎
化
が
あ
っ
た
た
め
生
じ
た
の
で
な
く
、
衰
を
作
成
す
る
の
に
利
用
し
た
資
料
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
表

4
一
ヂ
わ
旬

4
・
5
は
検
地
帳
一
に
よ
っ
た
の
に
射
し
、
表
6
は
身
居
ハ
身
分
U

を
決
定
し
、
夫
役
を
課
す
る
封
象
を
調
査
す
る
同
的
の
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
「
椋
附
帳
」
に
も
と
ず
い
た
白
で
あ
る
@
棟
附
恨
の
記
載
内
容
を
延
賢
一
一
年
の
井
戸
村
棟
附
院
に
よ
り
例
示
す
る
と
女
白
ょ
う

で
あ
る

高
四
拾
玉
石
武
斗
五
升

↓

軍

家

本
百
姓

八

右

衛

門

歳
武
拾
五

商
品

人

八
右
衛
門
親

休

味

同
八
拾
五

萱

人

入
右
衛
門
を
い

伊

之

助

同
拾
=
一

萱

人

入
右
衛
門
下
人

仁

競

同
七
ツ

家

入
右
衛
門
下
人

佐

右

衛

門

間
五
拾

萱

人

佐
右
衛
門
子

石

同
六
ツ

中

略

高
捨
石
萱
斗
萱
升
九
合

-

萱

家

百
忠、

姓

兵

衛

同
四
拾
入

阿
棋
藩
に
担
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

第
七
十
四
巻

七
五

事

畳



阿
誼
落
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
温
桂

第
七
十
四
巷

七
六

事

器官

宣

人

忠
豆
(
布
子

大

臓

歳
拾
七

宣

人

息
-
且
〈
街
子

七

同
団
ッ

家

忠
兵
衛
弟

作

左

衛

F可

同
三
拾
八

萱

人

作
左
衛
門
子

金

蔵

同
九
ツ

• 

萱

人

此
者

喜
郡
中
t島

暮買
左作

再人
子十
責主
年
切郎

同
試
姶
入

木
蝋
返
シ
買
申
候

ノト

家

忠
兵
衛
親

孫

左

衛

門

同
七
拾
八

以

下

略

右
の
簡
単
な
例
か
ら
も
部
分
的
に
ち
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
棟
附
帳
か
ら

高
、
め
隷
属
関
係
と
〈
に
戸
籍
上
の
従
属
関
係
と
家
屋
所
有
の
有
無
か
よ
ぴ
家
致
、

mw
隷
属
関
係
と
〈
に
重
出
掛
と
の
血
縁
・
非
血
縁
白

別
、
④
男
子
の
人
数
と
年
齢
(
中
期
以
降
は
女
子
も
司
教
)
命
職
業
、
@
牛
馬
の
所
有
門
正
徳
以
降
U

な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
名
寄
帳
を

つ
く
ら
、
な
か
っ
た
阿
波
藩
は
椋
附
帳
に
名
寄
帳
の
役
割
を
に
た
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
回
「
検
地
慣
が
屋
敷
を
も
っ
奮
名
主
系
の
有
力

農
民
の
他
に
、
屋
敷
を
も
た
を
い
新
興
の
耕
作
機
所
有
者
を
も
設
録
し
た
の
に
謝
し
て
、
名
宜
同
慣
は
屋
敷
を
も
っ
た
奮
名
主
系
白
比
較

⑦
農
民
の
一
御
職
地
・
拝
領
地
別
所
属
関
係
治
よ
び
持



て
い
る
が
、
己
れ
に
封
し
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
者
は
治
そ

b
く
小
家
以
上
の
者
で
あ
ろ
う
。

4
8
と
稿
用
ハ
非
血
橡
有
者
)
と
が
あ
ご
り
、
血
縁
者
に
は
直
系
中
傍
系
が
丸
く
ま
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
非
血
縁
者
は
ナ
ベ
て
下
人
と
規
定

的
有
力
な
農
民
の
み
を
登
録
し
た
」
と
い
う
己
と
に
照
際
し
、
棟
附
帳
に
持
高
を
記
載
さ
れ
た
者
は
萱
家
と
よ
ば
れ
る
者
に
限
定
さ
れ

ρ
h
m
併

hu

と
こ
ろ
で
小
中
棋
の
な
か
に
一
忌
懸
(
血
縁

さ
れ
て
い
る
“

い
H
か
え
れ
ば
下
人
と
註
記
さ
れ
た
者
は
猟
立
の
小
屋
に
す
み
、
宣
家
の
血
縁
者
と
ー
と
も
に
小
家
と
よ
ば
れ
る
型
て
萱

家
に
隷
属
す
る
白
を
原
則
と
し
、
萱
家
と
は
同
居
し
た
か
っ
た
。
も
し
同
局
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
保
育
者
の
た
い
年
山
げ
の
下

人
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。

延
賓
二
年
白
井
戸
村
会
戸
数
七
=
一
戸
の
う
ち
萱
家
一
一
一
ニ
戸
、
小
家
四
九
戸
、
禰
宣
一
戸
と
い
う
割
合
て
、
萱

家
が
し
た
が
え
る
小
家
数
は
表
7
の
よ
う

r
モ
D
持
高
の
多
寡
に
正
比
例
す
る
が
、
と
の
と
と
か

b
萱
家
の
有
力
な
も
の
は
中
世
土
豪

的
地
主
の
色
彩
が
極
め

τ強
く
、
萱
家
小
家
の
闘
係
は
親
方
子
方
の
開
係
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
お
注
意
を
要
す
る
己
汗
一
は
有

力
な
宣
家
白
血
縁
小
中
部
が
さ
ら
に
下
人
小
家
を
隷
属
す
る
と
と
て
あ
り
、

一
暦
複
雑
在
閥
係
を
登
家
と
む
す
ぷ
が
、
井
戸
村
て
は
た
だ

一
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
@

萱家持高と従属小

家致。関係

査も家つ一小家戸i州il輔教I萱均家344石の337 辛
7戸戸1 

6 1 45.25 

5 1 28.66 

生 3 18.12 

3 8 18.8 

2 4 15.15 

1 2 ]4.85 。 8 5.11 

|吋
前出湯島信成氏所蔵

文書「延寅三年名東

郡井戸村棟付人改榔

腕」ょに

表 T

備考

阿
世
帯
に
お
け
る
近
世
村
搭
円
形
成
過
程

第
七
十
四
世

七
七

事

盟



阿
世
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
揺
成
温
程

ハ
1
U
手
突
-
愛
扶
郎
氏
「
阿
世
史
」
一
四
一
頁
。

ハ
2
U
農
村
且
料
調
査
官
「
近
世
農
村
の
構
造
」
ニ
頁
。

ハ
3
U
藤
田
五
郎
氏
「
封
建
枇
官
の
展
開
過
程
L

二
一
八

1
二
六
頁
。
上

掲
書
ニ
頁
。

ハ
4
U
今
井
林
大
郎
氏
「
抽
鴨
川
封
建
一
戸
倉
の
成
立
」
一
一
一
ー
一
三
頁
ハ
土

屋
喬
雄
氏
綱
「
封
建
枇
官
の
構
法
分
析
」
所
牧
U
。
軸
木
書
民
「
近

世
農
村
構
造
の
一
形
椋
|
松
代
需
の
農
村
構
造
|
|
」
ハ
歴
旦
皐

研
究
一
四
九
議
U
M

ハ
5
U
「
徳
島
勝
郷
土
真
」
一
一
一
=
一
頁
。

ハ
6
)

名東郡国府周謹村落における
給人数表r

日三|村高(給人数伊芸|宮領事
矢野 820石 12入 16% 84% 

親苦寺 469 7 4 96 

中 525 2 1 99 

府中 825 6 54 46 

早淵 467 12 46 54 

手口 回 356 15 15 日目

市岩延 428 9 32 68 

北岩延 247 11 17 83 

延命 186 4 11 

備考

「国府町史資料J78-00頁、弘化8年

各村高調よ E作成。

ハ
7
)
今
井
林
士
郎
氏
、
前
掲
諭
丈
一
一

l
一
一
一
頁
。

(

8

)

桑
田
美
-
信
氏
「
相
島
豚
下
に
於
け
る
一
一
宅
作
田
婆
小
作
料
の
起
源

第
七
十
四
巷

第

輯

四

七
J又

ハハ ( 
11 10 9 
に.' v 、J

桑諭岸上日米云な並
回二二本は表 3てわおに

美大賞大課 L れ阿麗
阿波験地反射ー震年表 信春氏岳 L 賦て渡謹

1 __ _" 1___ _1 ___ 1寸 CI民三「四、耕い葎」
年代|地 域|原因要求|形態参加人員|、競農民まさるにハ

否む|一言?主主|入封反4暴割 フ 1115fi;i喜
元和 51龍 谷|刀 制強制 670人|阿 村つっと租請湾

慶安売|板野郡|検 制不幸割 披 持たきも口は研
1 ~.. :: 1--.-1 コ |。閤 域正六に柏四究

元丈 21it<ll 谷 1 " -1愁訴1110 百 正幸升、評ヮ五

証草子" 1 " 1 " 1 姓 高えを五)成巷

l一一一一一L一一一一 l lー 采 ι附斗ので三
摂地れ 加保障 揖

備考※筆者の附加に zる。 L 車る徴にめ:n ~ 
※※桑田重信氏「百姓ー接」忙上る e 一 地。牧ヲに

六 域 L き本普
L と三租遁

ニ ハ ?ヒチヤの凶
O 地 め三二岳
頁 理 、 合 割 六

事 事のが民
評 jit入延 k



円
四
)
林
基
氏
「
丑
世
に
和
け
る
階
組
闘
争
の
諾
形
態
」
二
五
1

回
三
頁
。

ハ
悶
)
=
一
木
氏
は
も
止
措
州
=
一
木
披
の
披
主
で
あ
ヮ
た
が
、
究
正
八
年
井

吉
に
敗
れ
、
宮
地
に
隠
遁
L
た
ハ
板
野
郡
且
u.

と
の
事
件
の
粧

過
は
桑
田
氏
の
前
掲
稿
本
に
よ
る
。

九
日
ほ
)
「
阿
波
薄
民
此
資
料
」
円
延
享
祖
谷
山
奮
記
〉
一
一
一
六
頁
。

円日
U

「
板
野
村
民
」
丸
二
頁
。

円
四
〉
上
抱
書
九
三
頁
。

ハ
口
)
野
中
乗
山
時
代
内
部
士
起
用
は
、
前
国
主
長
官
我
部
氏
時
代
の
十

清
武
士
が
棋
に
臨
み
山
内
氏
に
反
抗
の
扶
態
に
あ
づ
た

か
ら
、
そ
計
ら
の
人
々
を
し
て
一
定
の
荒
蕪
地
を
閲
輩
せ
し
め
、
問

墾
成
就
の
暁
に
そ
の
功
を
賞
す
る
意
に
世
て
之
を
郷
土
と
な
し
、

開
型
地
を
『
領
地
』
と
相
し
て
給
田
町
・
」
門
松
好
貞
夫
氏
「
土

佐
揮
の
町
人
郷
主
に
就
い
て
」
経
梼
史
研
究
一
巻
主
張
U
G

門
町
出

U

桑
問
美
信
氏
、
前
掲
稿
卒
。
な
お
困
名
主
彦
大
郎
は
と
の
万
狩
反

劃
一
挟
に
参
加
し
た
が
、
他
の
六
λ
の
名
主
'
と
と
も
に
「
御
礼
明

之
ム
其
料
相
赦
克
被
抑
品
川
再
度
不
舟
申
よ
間
政
誓
紙
被
鋳
仰
付
其

位
制
立
置
」
か
れ
て
よ
る
ハ
「
阿
世
帯
民
政
資
料
」
一
一
二
六
頁
U
o

ハ臼
U

宮
川
満
氏
「
郷
村
制
度
と
柿
地
」
ハ
日
本
且
研
究
一
九
〉
。

円
mu
藤
田
五
郎
氏
「
近
世
封
建
融
曾
円
構
謹
L

五
四
六
三
頁
。

ハ引
V

宮
川
満
氏
、
前
回
情
論
文
ニ
ニ
頁
。

近

世

村

落

の

形

成

1
小

家

・

下

人

の

解

放

か
つ
て
は
下
人
・
所
従
と
し

τ中
世
土
豪
的
地
主
白
屋
敷
内
に
同
居
し
た
と
考
え
ら
れ
る
小
家
が
瀦
立
し
た
小
屋
に
住
む
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
た
と
比
小
屋
の
所
有
醐
慣
が
童
家
の
も
白
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
立
化
白
詮
を
あ
ゆ
み
は
じ
め
た
と
と
を
意
味
す
る
。

己
と
に
元
職
期
ハ
一
六
八
八

l
一
七

O
一
二
)
を
中
心
と
し
て
小
農
民
白
閏
立
化
は
一
層
す
す
み
、

本
百
姓
白
形
成
に
と
も
た
い
下
人
と
い

う
身
分
規
定
白
撤
震
が
各
村
落
内
に
沿
己
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
下
人
・
小
家
白
解
放
が
展
開
す
る
白
て
あ
る
。
解
放
の
進
展
は
村
内

り
階
居
構
成
に
置
接
反
映
す
る
た
め
、
ま
ず
延
賢
二
年
か
ら
凹

O
年
後
に
あ
た
る
正
徳
一
二
年
(
一
七
一
三
U

の
井
戸
村
の
階
暦
構
成
を

〔

1
)

同
年

ω名
東
郡
井
戸
村
棟
附
人
数
御
改
帳
か
ら
み
る
と
表
8
の
通
り
で
あ
る
。

阿
波
欝
に
お
汀
る
近
世
村
落
の
形
成
坦
程

議

8
と
表

6
主
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
た
よ
う
に
、
中
層
お
よ
び
下
暦
農
民
の
戸
数
・
右
高
比
率
が
と
も
に
増
加
し
た
の
陀
封
し
、
よ
暦

第

蹴

五

第
七
十
四
巻

七
九



阿
世
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

第
七
十
四
者

戸、
O 

費等

捷

」ーノ、

農
民
的
一
そ
れ
ら
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
持
高
同
教
が
七
戸
ふ
え
て
い
る
と
と
は
、
延
賓
か

b
正
徳
の
問
ハ
一
六
七
四
一
七
一
三
U

の

階
唐
質
化
を
も
の
一
が
た
る
司
事
賀
、
玉
徳
三
一
年
の
一
井
戸
村
小
家
下
人
放
し
申
書
抜
隈
に
は
解
放
さ
れ
た
二
一
人
を
記
載
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
例
を
し
め
そ
う
。

CD 

戸

査

人

長

四

品百

歳
三
拾

正徳3年名東郡井戸村石高階層別構成

巳f空竺直竺畳間比率

12l:jG戸附::;:リ49.8%

引lhi;:;j:J:
ゴ二五;-[100%13出 8叩 3511仁川|

此
者
親
繁
右
衛
門
義
立
木
俸
左
衛
門
様
御
改
之
節
私
養
父
次
郎
作
弟
と
御

帳
ニ
付
上
御
座
候
九
共
私
代
ニ
小
家
ヲ
放
γ
萱
家
百
姓
一
一
仕
侠
庖
相
蓮
無

御
座
俣
子
細
者
本
院
ェ
書
記
シ
指
仁
い
申
侯

芹
同
村
首
性

作

之

丞

ω 

宣

人

六

歳

三

拾

五

此
者
説
闘
八
郎
義
土
木
俸
左
衛
門
様
御
改
之
節
私
親
治
兵
衛
下
入
、
と
御
帳

-
一
付
よ
御
座
候
へ
共
下
人
ヲ
放
シ
奉
公
人
一
一
仕
候
慮
相
逗
無
御
座
候
子
細

兵

争1

九
本
帳
ニ
書
記
シ
措
よ
申
侯

寝耳

井
戸
村
宇
兵
衛
ぷ
家

十

治

郎

①
は
血
縁
小
家
が
畳
家
百
姓
と
し
て
御
戴
地
心
猪
立
農
民
に
解
放
さ
れ
た
例
ぞ
治
り
、

て
奔
領
地
内
て
解
放
さ
れ
た
例
で
あ
っ
て
、
井
戸
村
の
場
合
「
得
心
之
よ
武
代
下
人
ヲ
放
山
ノ
L

(
5〉

式
て
、
解
放
は
す
べ
て
無
償
て
島
こ
た
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
解
放
の
貿
態
は
い
か
在
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か

d

ハ
立

木
博

左
衛
ドう
様
御
改

⑦ E 
はザ

二， ~ド王、
イで!血 Z 
u ・練 の
之・ γ、に
上・会主
小会費
家予手
ヲ 人年
士ん にノ の

y が 渡
」幸弘

と公'"
レユ 人(さ

うと~_T.
:m品 l ~ 

こ
白
こ
と
を
検
討



を
興
え

b
れ
た
市
兵
衛
に
針
し
隣
郷
に
出
作
す
る
と
い
う
意
味

か
ら
出
百
姓
と
肩
書
を
つ
け
て
い
る
が
、
営
時
漸
く
交
に
か
ん
に
た
ろ
う
と
し
て
い
た
藍
玉
の
加
工
生
費
や
地
主
手
作
的
経
替
に
こ
れ
ら

無
高
農
民
が
雇
傭
さ
れ
て
い
ヲ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
と
己
ろ
で
あ
る
。
と
う
し
た
下
人
・
小
家
の
解
放
は
文
字
遁
り
の
木
百

姓
の
一
済
的
成
立
て
去
く
、
そ
の
ま
味
て
は
「
本
百
姓
の
一
般
的
形
成
」
と
云
わ
れ
る
程
の
も
の
で
左
い
。
延
賓
二
年
を
裳
貼
と
し
て

ナ
る
た
め
表
9
を
つ
く
っ
て
み
た

d

表9 井戸村解放農民の賓館

霊童望!被僻故者名|系ー瓦7持高分興

ト l 石

市兵衛川、家(下) 百姓 3066

六兵帯 I" 車公チ....1Q. 

普助 I" ーグ|口

市之助|グ - /1 i 0 

元右衛門 I " ー グ IJ.21l 

大兵衛 IIf If .1 0 

奥右衛門川、家(血〕ー百捌13.2046

矯右衛門 I1/ !I I 7.0887 

哩兵衛 I " 一車岳人112.3677

孫右衛門 lλ " I 7.9686 

興i出兵惜 I fJ /1 生田225 I 

長四郎 I" 古畑ト|仏7，3
延賓2年およびE穂 3年の「井戸村棟附幌」

とE徳 3年。「小家・下人放し申書抜書」と

により作成。

八右衛門

泊兵樹

" 
宅右衛門

" 
" 

奥左衛門

博三郎

治兵衛

士左衛門

" 
f合fF良巳

備考

計
算
す
れ
ば
、

上
の
表
に
よ
れ
ば
、
解
放
さ
れ
た
二
一
人
の
小
農
民
の
う
ち

半
数
が
下
人
小
家
て
あ
り
、
か
れ
ら
は
一
般
に
費
家
か
ら
持
高

を
因
分
さ
れ
ず
、
た
と
え
受
け
た
と
し
て
も
極
め
て
僅
少
で
あ

っ
た
の
に
反
し
、
血
縁
小
家
は
例
外
な
く
持
高
を
介
奥
さ
れ
て

同ドる。

こ
の
無
高
の
解
放
に
関
係
し
て
、
五
徳
=
一
年
の
椋
附
限

は
前
に
あ
げ
た
六
兵
衛
の
こ
と
を
「
賓
永
元
年
永
代
下
人
を
放

し
萱
家
奉
公
人
z

出
シ
申
候
然
共
同
地
-
少
し
も
無
御
座
候
=
付

佐
古
八
丁
目
布
屋
源
治
郎
借
家
=
自
身
口
過
仕
候
」
と
記
載
し

て
い
る
ほ
か
、

寸
一
冗
蔽
拾
五
年
主
人
甚
左
衛
門
永
代
下
人
を
放

し
宣
家
百
姓
一
一
間
し
申
」
ナ
と
一
耳
わ
れ
、
持
高
三
斗
六
合
六
勺

安
永
五
年
ハ
一
七
七
六
)

解
放
小
出
家
一
二
戸
に
封
L
宋
解
放
小
家
は
一
一
一
七
戸
と
い
う
比
卒
と
あ
る
己
と
や
、

P
6
一

井
戸
村
棟
附
御
改
小
家
下
人
放
闘
慢
に
よ
れ
ば
、

に
一
一
戸
の
血
縁
小
家
と
三
戸
の
下
人
小
家
の
解
放
を
記
載

阿
世
藩
に
お
け
る
涯
世
村
落
円
形
成
過
程

文
化
八
年
ハ
一
八
一
一
U

の
名
東
郡

第
七
十
四
告

i¥ 

第

按

七



阿
世
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
m
形
成
温
程

第
七
十
四
者

戸、

静

2虎

/、、

し
て
い
る
己
と
た
ど
か

b
、
解
放
は
決
し
て
延
賓
i
l
E徳
明
を
も
り
て
完
結
す
る
も
白
て
な
h
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
単
な
る
数

量
的
比
較
か
ら
小
家
に
謝
す
る
支
配
隷
属
関
係
を
規
定
し
う
る
も
白
て
た
く
、
し
た
が
っ
て
解
放
が
完
結
し
た
」
円
か
ら
と
去
っ
て
小
農

民
の
猫
立
化
傾
向
干
中
世
土
豪
的
地
主
の
縛
換
D
軽
硯
を
す
己
た
い

a

名
東
郡
府
中
村
棟
附
人
改
隈
の
抜
軒

rよ
れ
ば
、
元
治
元
年

高
十
六
石
三
斗
豆
升
二
合
間
人
)
血
(
助
歳
四
十
四
」
は
延
賢
二
年

C
六
七
四
U

「
一
一
宣
家
高
一
一
十

興
功
歳
六
十
」
と
か
友
り
の
土
地
集
積
を
は
か
つ
て
お
り
、
ま
た
豆
徳
三
年
同
村
白
宣
家
間
人
百
姓

八
一
六
五
入
〉

コ

萱

家

三
石
七
斗
九
升
六
合

間
人

八
兵
衛
は
高
四
十
石
七
斗
四
升
九
合
と
閑
人
出
身
と
し
て
は
顕
著
な
上
昇
を
し
め
し
て
い
る
@
さ
ら
に
正
徳
二
年
の
名
東
郡
川
原
回
村

【

9
】

紳
椋
附
家
数
人
数
御
改
慣
に
よ
れ
ば
、
一
九
戸
白
童
家
が
民
七
頭
牛
八
頭
を
所
有
す
る
の
に
針
し
、
三
七
戸
白
小
家
は
持
八
頭
牛
九
頭

を
所
有
し
て
い
る
が
、
牛
応
の
所
有
は
生
産
月
共
の
所
有
を
前
提
と
す
る
も
G

J

l

あ
る
か

b
、
こ
れ
ら
の
所
有
D
確
立
は
小
農
民
の
自

立
化
を
物
的
に
支
え
て
い
た
も
白
て
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
@
な
治
こ
れ

b
隷
属
農
民
の
自
立
化
は
苦
し
い
斗
争
の
な
か
か

b
生

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
支
配
槽
カ
に
封
ず
る
斗
宰
が
槙
粁
、
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
再
ろ
ま
て
も
左
い
が
、

一
撲
の
た
か
に
こ
モ
中
世
土
豪

的
地
主
と
隷
属
農
民
心
閥
係
が
は
っ
き
り
見
う
け
ら
れ
る
。
祖
谷
山
は
平
坦
郁
白
村
落
に
〈
ら
ベ
て
沓
名
主
の
力
が
極
め
て
つ
よ
か
っ

た
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
と
ζ

ろ
て
あ
る
が
、

賢
暦
九
年
三
七
五
九
)

に
い
た
り
名
子
下
人
は
奮
名
主
に
封
し
か
れ
ら
の
手
て
竿
外
地

の
阿
国
替
畑
を
請
負
耕
作
す
る
こ
と
、
治
よ
ぴ
名
、
主
へ
白
年
六

O
人
役
は
慶
止
す
る
己
と
を
ス
ロ

l
ガ
Y

と
し
て
強
訴
を
こ
と
ろ
み
、
金

山
の
名
子
下
人
を
結
集
し
た
u

ζ

の
一
撲
に
よ
り
賢
麿
一
四
年
二
七
六
回
〉
に
は
、
「
名
、
互
に
封
す
る
夫
伎
は
年
三

O
人
役
に
半
減
せ

(
国
)

ら
る
L

と
い
う
成
某
を
え
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
か
延
享
一
冗
年
三
七
四
回
)
祖
谷
山
釣
井
名
て
は
一
六
人
白
名
下
が
主
導
者
と
な
り
、

飴
り
地
の
検
地
と
徐
り
地
か
ら
む
年
貢
上
納
を
桓
否
し
た
た
め
一
六
人
の
う
ち
七
人
は
獄
合
に
つ
一
左
が
れ
る
な
ど
、
元
麻
字
保
以
降
D

一
撲
に
ゐ
い
て
小
農
民
の
自
立
は
と
く
に
明
ら
か
に
た
っ
て
く
る



元
時
期
を
中
心
と
し
て
は
じ
ま
る
下
人
・
小
家
の
解
放
に
封
し
て
藩
榛
力
は
加
か
な
る
封
躍
を
し
め
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
徳
川
初
期

入
封
直
後
か
ら

阿
波
確
に
お
い
て
は
藩
財
政
の
窮
乏
化
を
ふ
せ

r
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
他
落
と
同
じ
く
新
田
開
裂
を
奨
勘
し
た
。

「
河
岸
滑
海
の
地
を
聞
き
て
水
回
と
友
す
こ
と
を
奨
め
」
た
た
め
、
慶
長
七
年
内
一
六
O
一
一
〉
に
は
す
で
に
各
村
D
開
後
高
が
記
録
さ

れ
て
い
る
自
す
な
わ
ち
表
1
に
上
れ
ば
慶
長
九
年
に
お
け
る
御
殿
地
・
拝
領
地
併
存
の
村
は
名
東
郡
に
一
一
村
を
か
ぞ
え
る
が
、
こ
の

一
一
村
は
慶
長
七
年
に
新
岡
高
を
登
録
し
、
御
蔵
地
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
む
で
あ
り
、
も
し
新
聞
が
な
け
れ
ば
四
八
村
は
す
べ
て

拝
領
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
新
開
高
は
上
昇
し
、
寛
永
期
陀
ピ
ー
ク
を
つ
〈
る
が
、
小
農
民
の
自
立
化
、
こ
と
に
下
人
・
小
家
白
解
放

徳川初・中期名東郡ず回開裂高

何 回 開 軒 j阿指数

l 石 l
慶長7一元和 ι 1937.559 I 10日

寛永Eー寛永日:JI '2町0.Uじ8 I 187 

E保元一寛文 3I 1207.245 I 62 

寛丈 4 天利 3 636.643 I 32 

員享元元雄16! 195.340 I 10 

費元元一享保 8 I 309.937 I 15 

享保9 寛保3I 339.917 I 17 

延芋元ー費暦13I75.695 I 9 

表10

備考

2C年ご正に直分した。 r天保五年阿波間

名東郡郷村高帳仕出元控J(京大丈皐部

図民教室町隷〉により作成。

に
と
も
た
う
賦
役
務
働
力
の
低
減
に
憾
じ
て
、
新
回
開
時
四
は
念
遺
児
縮
少

し
て
ゆ
く

こ
の
傾
向
を
名
東
郡
K
つい
U

て
表
示
し
た
の
が
表
初
で
あ
る

落
財
政
を
持
強
ナ
る
役
割
を
に
攻
っ
た
新
岡
開
登
が
正
保
一
冗
年
八
一
六

四
回
)
以
降
激
減
し
た
ζ

と
は
、

藩
財
政
に
重
大
な
影
響
を
あ
た
え
る
も

金
ヲ

促
三ン

余
テ

圏
主主
/ 
建
策
ヲ

徴
セ

シ

ェー
ノ

" --， 如闘
す/昆内
ιー)ニ

と司ij
い主主
う さン

般庶
態民
にノ
ま 献

の
で
あ
り
、

寛
文
七
年
三
六
六
七
)
に
は

で
た
ち
い
た
っ
た
。
も
っ
と
も
藩
財
政
逼
誼
の
基
木
的
な
原
因
は
、
農
民

的
商
品
経
済
心
強
展
に
と
も
な
い
、
生
産
物
地
代
に
も
と
ず
く
責
租
原
則

を
貫
徹
し
え
な
く
在
っ
た
と
己
ろ
に
存
在
す
る
が
、
こ
の
危
機
的
般
態
に

白
ぞ
み
、
悲
櫨
力
は
従
来
心
新
同
開
護
政
策
を
柵
棄
し
、
小
農
民
の
庚
汎
友
自
立
化
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
農
民
的
商
品
経
済
の
登
展

l
葉
作
白
後
展
白
成
果
を
つ
み
と
ろ
う
と
し
た
た
め
下
人
・
小
家
の
解
放
を
こ
と
ろ
よ
く
迎
え
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
a

解
放
に
際
し

阿
世
落
に
和
け
る
近
世
村
蒋
の
形
成
過
程

第
七
十
四
巷

プL

ノ、、

事

務



阿
掠
蒋
に
担
げ
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程

第
七
十
四
日
並

事

"" 

ノ又
阻

O 

て
は
、
組
頭
庄
中
目
、
庄
屋
、
五
人
組
白
蓮
川
刊
か
ら
な
る
小
家
下
人
放
願
帳
に
も
と
ず
さ
「
小
家
下
人
放
シ
申
者
共
迫
々
被
召
出
閏
附
蓮

〔国〕

水
歳
兵
衛
様
御
連
座
一
一
一
町
重
々
御
礼
被
極
」
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
申
請
し
た
も
む
を
却
下
し
た
と
い
う
資
料
は
見
蛍
ら
ぬ

L
b
そ
ら
く

友
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
か
〈
し
て
下
人
・
小
家
の
解
放
nu近
世
村
落
由
形
成
と
商
業
的
農
業
と
し
て
心
荒
作
の
後
展
の
相
互
作
用

に
よ
り
下
部
構
造
は
大
き
く
費
質
す
る
が
、

ζ

の
動
向
K
町
憶
し
落
権
力
は
領
主
的
商
品
経
済
白
横
充
を
は
か
む
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

円1
i
U

那
賀
郡
棒
村
の
例
で
は
明
隠
四
年
三
六
五
八
)
、
延
費
二
年
円
一

六
七
四
)
、

E
徳
王
年
内
一
七
一
五
)
、
文
化
八
年
ハ
一
八
一
一
)

に
棟
附
改
が
お
と
な
わ
れ
て
い
る
が
ハ
一

i

梓
利
史
一
)
、
他
村
の
揚

合
も
ほ
置
乙
れ
と
相
前
後
す
る
等
期
に
陳
附
改
が
お
乙
な
わ
れ
た

と
思
う
。

〔

2
U
下
人
・
小
家
の
解
放
が
阿
波
部
金
一
士
に
わ
た
ワ
た
こ
と
は
、
「
小

家
下
人
放
し
」
を
し
て
「
阿
世
薄
日
国
政
資
料
」
や
多
く
の
郡
且
・

村
宜
に
断
片
的
な
が

ι記
載
さ
れ
て
い
る
と
と
か
ら
推
察
さ
れ

"。。

〔

3
U
徳
島
鼎
名
東
部
市
井
上
村
宇
井
戸
湯
浅
信
成
民
所
成
。

円d
z
U

拝
領
地
の
農
民
は
す
べ
て
奉
公
人
ま
た
は
頭
入
百
姓
と
よ
ば
れ
、

と
ー
と
に
給
人
と
の
従
属
閥
係
が
苔
搾
か
ち
あ
り
た
者
に
づ
い
て
は

先
規
奉
公
人
、
ま
た
親
規
に
本
公
人
に
な
ヮ
た
者
に
円

J

い
て
は
脱

出

L
苦
八
白
人
主
名
づ
け
ら
れ
た
。
と
れ
に
謝

L
榔
戴
地
内
政
民
を

御
蔵
百
姓
ま
た
は
阜
に
白
姓
と
よ
ぷ
。

円
5
U
小
家
が
を
京
聞
の
譲
液
の
針
車
・
と
た
り
、
仙
の
萱
試
へ
小
家
主

L

て
従
届
す
る
た
め
小
家
離
れ
す
る
場
合
仕
有
償
で
あ
ワ
ゆ
だ
が
、
と

れ
は
僻
放

E
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
ヲ
て
「
小
泉
離
を
す
る

に
は
大
抵
身
請
担
を
出
し
」
た
ハ
「
棒
村
民
」
四
回
頁
)
と
い
う

見
解
は
解
放
に
設
置
す
る
も
の
で
な
い
。

ハ
6
U
徳
島
勝
名
束
郡
南
井
上
村
宇
井
戸
湯
浅
情
成
民
所
蔵
。

(

7

)

「
開
府
町
真
資
料
」
一
七
頁
。

ハ
8
)
阿
波
前
方
に
お
い
て
は
下
人
・
名
子
陀
担
す
る
も
の
を
間
人
ー
と
よ

ん
だ
。
か
れ
与
は
た
と
え
査
需
拡
に
な
ワ
で
も
三
代
を
栂
な
い
う
ち

は
同
人
百
姓

k
附
記
さ
れ
た
。

ハQ
d
)

徳
島
牒
名
束
郡
北
井
上
村
役
場
所
歳
。

(
m
v
桑
田
英
信
氏
、
和
本
「
阿
波
悶
百
性
一
撲
L

一
四
頁
。

八
日
)
小
野
武
夫
氏
「
吉
野
川
沿
岸
?
虫
小
伸
問
題
」
円
由
民
間
務
省
農
務

局
「
永
小
骨
問
題
に
関
す
る
前
査
」
其
一
所
牧
〉
周
九
頁
。

ハ
ロ
)
「
阿
波
東
滑
草
且
」
巻
一
上
一
一
一
一
頁
。

八
九
凶
)
正
徳
三
年
名
束
郡
非
戸
村
棟
附
神
世
被
仰
付
候
エ
付
岡
村
町
之
小

家
下
人
放
シ
申
書
抜
眠
九
井
戸
村
揚
溜
信
成
氏
所
蔵
U
。




